




















































































































































































































































































































?????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ?? ??? ?? ?? ???
　　　ボールペン　　　　　　　　　　11　　　　　　　13．4
　　　マイカー　　　　　　　　　 0　　　　　　0
　　　ベビーカー　　　　　　　　　　1　　　　　　　L2
　　　ホームドクター　　　　　　　　　2　　　　　　　　2．4
　　　ミシン　　　　　　　　　　 12　　　　　　t46
（2）よく使われる外来語のspellingの調査。調査対象者（85名〉．
外来語
アクシデント
アクセサリー
アヅピール
アドバイス
アル・バム
アンバランス
インタビュー
インフレーション．
エゴイズム
エスカレーター
オリンピック
ガイダンス
カウンセラー
カタログ
カリキュラム
カレンダー
キッチン
ギャランティ
キャンセル
キリスト
クライマックス
　　正解者数
　　　　81
　　　　25
　　　　47
　　　　72
　　　　58
　　　　43
　　　　52
　　　　64
　　　　22
　　　　34
　　　　44
　　　　0
　　　　43
　　　　0
　　　　17
　　　　50
　　　　‘3
　　　　29
　　　　36
　　　　17
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正解率（％）
　　95．　3
　　29．4
　　55．3
　　84．7
　　68，2
　　50．6
　　61．2
　　44．7
　　75．3
　　25．9
　　40．　0
　　5L8
　　0．
　　50．6
　　0
　　20．0
　　58．　8
　　3。5
　　34・．1．
　　42．3．
　　20．0
クラシック
タリ1スマス
ク唖一ニング
ゲリラ
コ・一一ヒー
コマーシャル
コミュニケーション
コwノレ
コンサルタント
コンビネーション
サイエンス
サッカー
サマー
サンドイッチ
ジェネレーション
システム
シビリゼーション
ンヤス
シャワー
シリーズ
スキャンダル
ストライキ
スモツグ
ゼミ、ナール
ソーセージ
タイトル
チャレンヂ
チョコレート
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56
R3
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????????????????????????
???65??????????????????????????
　　　デザイン　　　　　　　’　　　　64　　　　　　　・75．3
　　　デリケート　　　　　　　　50　　　　　　58・8
　　　ナイロン　　　　　　　　　　21　　　　　　24．『7
　　　ナンセンス　　　　　　　　　36　　　　　　　42・4
　　　ハイジャック　　　　　　　　　　3　　　　　　　　3・5
　　　パジヤマ　　　　　　　　　　　8　　　　　　　9・4
　　　バー一ゲン　　　　　　　　　　　14　　　　　　　16・　5
　　　パトロール　　　　　　　　　　　　 20　　　　　　　　　23・5
　　　バラエティ　　　　　　　　　　　54　　　　　　　　63．5
　　　ハンカチーフ　　　　　　　　　　35　　　　　　　41．2
　　　」、ンバーガー　　　　　　　　　　2　　　　　　　　2．4
　　　パンフレット　　　　　　　　　　8　　　　　　　　9・4
　　　ピリオド　　　　　　　　　　41　　　　　　　48．2
　　　ペテラン　　　　　　　　　　　13　　　　　　　15．3
　　　マッサージ　　　　　　　　　　　14　　　　　　　16．5
（3）カタカナで書いた国名を英語名に直すこと。調査対象者（82名）
国　名
アメリカ
カナダ
メキシコ
ブラジル
スウェーデン
イギリス
オランダ
ドイツ
オーストリア
ハンガリー
ポルトガル
　　　正解者数
　　　　73
　　　　71
　　　　52
　　　　28
　　　　15
　　　　67
　　　　37
　　　　32
　　　　20
　　　　18
　　　　3
＿126一
正解率（％）
　　89．　0
　　86．6
　　63．4
　　34．1
　　18。3
　　81，7
　　45．1
　　39．　0
　　24．4
　　21．9
　　3．6
　　　ルーマニア　　　　　　　　　　　11　　　　　，　13．4
　　　ブルガリア　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　3．．6
　　　ポーランド　　　　　　　　　　19　　　　　　　23．2
　　　チェコスロバキア　　　　　　　　1　　　　　　　L2
　　　ギリシア　　　　　　　　　　13　　　　　　15．9
　　　エジプト　　　　　　　　　　　30　　　　　　　36．6
　　　ガーナ　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　0
　　　　トノレコ　　　　　　　’　　　　　　　　6　　　　　　　　　　7．3
　　　　イスラエル　　　　　　　　　　8　　　　　　　9．8
　　　　インド　　　　　　　　　　　40　　　　　　 48．8
　　　パキスタン　　　　　　　　　　10　　　　　　　12．2
　　　　タイ　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　2．　4
　　　　ビルマ　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　0
　　　　インドネシア　　　　　　　　　　4　　　　　　　　4．8
　　　　フィリピン　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　2．4
　（4）次の外来語の意味を簡単に説明しなさい。調査対象者（41名）
　　（a）環境アセスメント
　　①）　ニューファミリー
　　（G）　ライフサイクル
　　（d）　エコノミック・アニマル
　　（e）住民パワー
　（f）ペッドタウン
　先ず（1）について言えることは，正解率が50％を越えているのは，「アパート」，
「ゲームセット」，　「デパート」，　「ナイター」にすぎないということである。
「デパート」や「アパート」の正解率がかなり高いのは，これらの外来語が正
式な英語の一部分をそのまま用いているからであろう。　「ナイター」も一時か
なり論議され，アメリカでnight　gameに代わって和製英語が使われてきてい
るということも問題になり，学生達の記憶の中に残っているのであろうか。
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　逆に，「ガールハント」，「キーポイント」，「コインロッカー」，「デコレーショ
ンケーキ」，「フロントガラス」，「マイカー」などは正解率がO％である。典型
的な和製英語であればあるほど，それに代わる正式な英語を覚えていないよう
に思われる。しかし，「キーポイント」の正式な英語がわからなくても，日本
語で「最も重要な点」と書けば，ほとんどの学生がthe　most　important　point
と答えられるであろう。が，しかし，学生の和製英語に代わる正式な英語の知
識がかなり乏しいことは否定し得ぬ事実である。
　（2）のよく使われるカタカナ英語のspe11ingの調査については，当然のことな
がら，原語の発音とカタカナ表語の発音の違いが大きいものほど，spellingが
不正確だということである。例えば，「カリキュラム」，「ゲリラ」の正解率は
0％である。「カウンセラー」が0％なのは，ほとんどが，sとcと1と11・
・erと・orの混同による。「ソーセージ」（L　2“／o），「ゼミナール」（5・9％），「ギ
ャランティ」（3・5％）といずれもかなり低い。「コーヒー」や「システム」，
「アドバイス」など日常よく使われている語の正解率がかなり高いとは言え，
100％でなかったのは，やはりカタカナ英語が普及すればするほど，spelling
があやしく「なることのいい証拠であろう。
　（3）の国の名前の調査でも，正解率50％を越えているのは，アメリカ（89．7％），
カナダ（86．6％），メキシコ（63．4％），イギリス（81・7％）の四ケ国にすぎな
い。ビルマ，ガーナーにいたっては，正解率0％である6チェコスロバキアの
ようなspellingのむずかしい国名の場合には，やむを得ないにしても，インド
のような最近ジャーナリズムで頻繁に取り上げられる国の名の正確なspelling
を知っている者が50％に満たないというのは一考の余地があろう。インドにつ
いては，ローマ字式にIndoと書く者がかなり，いた。トルコについても同様で
ある。インドネシア，タイ，フィリピンなどアジアの近隣諸国の正解率が極端
た低いのも日常の意識の問題とも関連がないとは言えまい。国の名前を書くと
きに辞典を見れば事たりるという訳にはいかない別の問題を含んでいるように
思われる。国名に例をとっただけでも，カタカナがいかに日本人の生活の中に
定着しているかがわかる。カタカナ語とは完全に日、本語なのであろう。・
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最近よく使われる外来語の意味を正確に知っているかどうかについてテスト
してみた結果は以下の通りである。
　A：言葉の意味をよく理解している者
　B：一部分理解している者
　C：全く理解していない者
　調査対象者数（41名）
環境アセスメント
ニューファミリー
ライフサイクル
エコノミック・アニマル
住民パワー
ベッドタウン
????A ??? ??????C
先ず驚いたことは，公害問題がこれほど騒がれ，「環境アセスメント」につ
いても連日のように新聞をはじめとするジャーナリズムで取り上げられている
にもかかわらず，この言葉の正確な意味を知っていた者は41人の中僅か4人で
あった。これはよく言われることであるが，近頃の学生は新聞も満足に読んで
いないのかも知れない。実際には社会問題に関心をよせている学生はほんの一
部で，ほとんどの学生は，実社会とは全く切り離されたところで，小さな殻を
つくりその中で独自の生活圏を構築しているのかも知れない。
　「ニューファミリー」については，前述したように，産業界が販売促進のた
めに勝手につくりだした言葉であり，定義そのものがはっきりとしていないに
もかかわらず，なんらかの形で，その意味を捉えているものは41人中16人もい
た。
　「ライフサイクル」については，三木内閣が誕生したときにキャッチフレー
ズとして盛んに使われた言葉であり，今では殆ど使われなくなったこと砺ら，
正解者5人というのも無理のないことであろう。
　「エコノミック・アニマル」については，日本人を批判する言葉として今な
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お盛んに使われているため，かなりの学生がその意味を解していた。しかし，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）オーストラリアのnニークな日本観察者であるグレゴリー・クラークによれば
この言葉が英語で用いられることは，きわめて稀れだそうである。使われたと
しても，「ソーシャル・アニマル」，「ポリティカル・アニマル」と同じように
中立的な概念として使われているにすぎないとのことである。どうやら，「エ
コノミック・アニマル」の軽蔑的意味は日本人が勝手に作りだし，それが欧米
諸国に輸入され，それを再輸入して使っているらしい。
　「住民パワー」にっいては，「老人パワー」とか「ヤングパワー」，「婦入パ
ワー」の形で盛んに用いられている言葉なので，27人もの学生がその意味を捉
えていた。
　「ベッドタウン」の正解率が50％越えているのもこの言葉が，今なお盛んに
使われていることと関係があろう。
　以上見てきたように，彩しい外来語の流入によって，英語との関連で様々な
問題が生じてきている。今回の調査対象にはしなかったが，授業中感じること
は，外来語として一般化している言葉ほどその発音が曖昧なごとである。例え
ば，openという単語である。この単語の正式な発音は二重母音ではじまる
［6upon］であるにもかかわらず，［5：pen］と発音する学生がかなりいる。これ
は恐らく最近では「新規開店」に代わって「オープン」というカタカナ英語が
多用されているからであろう。gas　stoveにしても全く同じである。今年，0・
Henryの短編小説The　Last　Lθafを速読用テキストとして使ったのである
が，その中に次のような文がでてくる。
　‘‘And　then　she　called　the　Sue，　who　was　stirring　her　chicken　broth　over
　the　gas　stove．，，
　大部分の学生はgas　stoveを完全に日本語の音韻体系に従って発音してい
た。／ee／の音も／OU／の音も／V／の音も学生の口からは聞こえてこないので
ある。
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7．結　論
　これまでの外来語の論議と言えば，その殆どが日本語との関連において行な
われてきた。特に，外来語が日本語を乱しているという点のみを強調した論が
多かった。
　また，これまで見てきたように外来語に対する批判的意見の大部分が外来語
を受け入れやすい日本語の特性を無視した感情論にすぎないものであった。そ
して外来語の氾濫といわれるものが商業外来語と言ってもいいものばかりなの
である。
　一部の行きすぎに目を奪われて外来語が漢字に代わって着実に日本語を豊富
にしている点を見失ってはならない。外来語を導入することによって日本語の
表現力は豊かになっているのである。誰しも外来語の流入をとめることはでき
ないし，とめる必要もない。
　問題はむしろ英語との関連である。外来語を多く用いることによって学生の
英語の発音，spellingの知識が乏しくなってきている。和製英語と正式な英語
との区別がつかなくなってきている。意味の面でも外来語の影響を受けて英語
本来の意味を誤解している面もある。従って，今後，外来語の問題を英語の時
間に扱っていく必要があるだろう。
　日本語の音韻体系に影響されがちな英語の発音については適宜指導していく
必要があろう。和製英語に対する正式な英語を教えていく必要があろう。英語
の時間に外来語を扱うことによって英語教育は母国語教育との接点になり得る
のである。
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
　　　　　　　　　　　　　　注
「朝日新聞』，1977年9月9日
柳文章『翻訳とはなにか』，法政大学出版局，1976年，PP．46－47．
金田・一・一一春彦『新日本語論』，筑摩書房，1973年，p．217．
久世善男「外来語雑学百科』，新人物往来社，1976年，p．235．
中村保男「翻訳の技術』，中公新書，1973年，p．183．
「朝日新聞』，1976年1月9日
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（7）
（8）
（9）
（10）
同上，1976年5月24日
矢崎源九郎『日本の外来語』，岩波薪書，1968年，pp．17－22．
イザヤ・ベンダサン「日本人とユダヤ人』，山本書店，1971年，p．3．
グレゴリー・クラーク『日本人』，サイマル出版会，1977年，P・41・
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